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１．はじめに 

 植生面積が小さく且つ植生が独立している点在植生

の蒸散量は，一様に広がっている植生からの蒸散量よ

りも大きい．この現象はオアシス効果と呼ばれ広く知

られている．都市においては公園の樹木，庭木，街路

樹など点在植生が多くあり，都市気象に対するオアシ

ス効果のインパクトは大きいと思われるが，体系化は

なされていない．本報告では過去の文献をレビューし，

オアシス効果の定義を明確にした上で，オアシス効果

を都市メソスケール気象モデルに反映させるためにオ

アシス係数を提案する． 
 
２．オアシス効果の定義 
 これまで「オアシス効果」は多様な意味で用いられ

ており，定義が確立されていない．そこでまず，オア

シス効果の定義を明確にする．オアシス効果は表現上，

絶対的オアシス効果と相対的オアシス効果に分類され

る．絶対的オアシス効果とは，熱収支の上で潜熱が正

味放射量よりも大きくなる現象を意味する． 
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この現象は地表面の状態が周囲よりも冷たく湿った条

件であれば，蒸発散が促進されさらに顕熱が下向きに

なることで潜熱が正味放射量を上回るという現象であ

る． 
これに対して相対的オアシス効果とは，植生が一様に

連続している時の蒸散量と比較して，点在植生からの

単位面積あたりの蒸散量が大きくなる現象を意味する．

(Fig.1)この現象は 2つの移流効果，leading-edge効果
と clothesline 効果に起因している（Oke,1978）．
(Fig.2,3) 
 

３．オアシス係数の提案 

3.1.オアシス係数の導入 
 オアシス効果を気象モデルに反映させるためにオア

シス係数Nの提案を行う．オアシス係数Nを「グリッド
が植生 100%である時の植生単位面積あたりの蒸発散
量に対する，対象としているグリッドの植生単位面積

あたりの蒸散量の比」と定義し，以下の式で表す． 
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Nlead：オアシス係数への leading-edge効果の寄与， 
Ncloth：オアシス係数への clothesline効果の寄与， 
D：オアシス同士の相互干渉補正係数． 
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X：グリッド一辺の長さ， x：植生一辺の長さ， 
Aveg：緑被率， N：緑地の箇所数 
h：植生の高さ 
 
 
 

 
 

Fig.2 leading-edge効果の概念図    Fig.3clothesline効果の概念図 

 
 

Fig.1 相対的オアシス効果の概念図 
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3.2.Nleadの再評価 
 Nleadについて従来近藤(1981)によって提案されてい
たものを再評価するために，神田(1996)による土壌－
植生－大気モデルを用いて数値シミュレーションを行

い，新たにNleadを算出した．後者は大気安定度，スカ

ラー粗度などを現実の気象モデルを使用して決めてお

り，前者はそれを無視したモデルとなっている．Fig.4
は粗度と大気安定度を変えた４つの条件下で求めた

Nleadを示したものである．Fig.5 はNleadの比較を示す．

これより，従来提案されていたNleadの方が今回新たに

求めたNleadよりも大きいことがわかる． 
 
 
 
 
 

 
 
 

Fig.4 数値シミュレーションから求めたNlead 

（凡例の左：粗度，右：大気安定度） 
 

 
 
 
 
 
 

 

Fig.5 Nleadの比較 

3.3.実測値のプロット 
 オ ア シ ス 係 数 の 実 測 値 (Moriwaki,2004, 
Hagishima,2007, Spronken-Smith,2000)をモデル式と比
較した．モデル式は実測値と完全には一致していない

が，実測値は Avegが小さいほどオアシス係数が大きく

なっており，概ねの傾向はよく表せているといえる． 
 また，気象モデルに導入するためには都市を代表す

るような N，Avegの値が必要である．このため目黒区

のデータから N=1476，Aveg =17.1%と算出した．当面は
これを都市の代表値として用いることができる． 

 
 

 

 
 
 
 
 

Fig.6 実測値のプロット 

 
４．結論 

 オアシス効果に関する本研究から以下の結論が得ら

れた． 
1) オアシス効果は絶対的オアシス効果と相対的オア
シス効果の 2つに分類することができる．これら
は leading-edge効果と clothesline効果の 2つの
移流効果の上に成り立っている． 

2) 気象モデルにオアシス効果を反映させるためにオ
アシス係数Nを導入し，Nlead，Ncloth，Dの 3つのパラ
メータを用いて表した． 

3) 従来のNleadを新たに数値シミュレーションから求

めたNleadと比較検証したところ，従来のNleadは今

回求めたNleadよりも大きいことがわかった． 
4) 今回提案したモデルは実測値と完全には一致しな
いものの，Avegが小さくなるとオアシス係数が大

きくなるという概ねの傾向は一致しているといえ

る． 
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